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はじめに

同じ行為は同じ仕訳、逆の行為は逆の仕訳 重要度　★★★Section

1 仕訳と記帳のルール
仕訳は、会社の日々の行為（取引）を定型化して記録するための作業です。仕訳には、
誰が行っても同じ結果になるように一定のルールが設けられています。

仕訳のルール①　左側が借方、右側が貸方1
簿記では、左側を借方（かりかた）、右側を貸方（かしかた）といい

ます 01）。
左　側 右　側

借　方 貸　方

　「かりかた」と「かしかた」は「り」と「し」だけの違いです。
　「り」は左に流れるので左側、「し」は右に流れるので右側と覚えましょ
う。

Rule

左側が借方（かりかた）

右側が貸方（かしかた）

01） 「貸す」「借りる」と
いう行為とは関係が
ないと捉えましょう。
元々簿記が銀行で使わ
れた関係上、会社とは
貸借が逆になっていま
す（銀行での貸付が会
社での借入であるた
め）。
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仕訳のルール②　ホームポジション側で増加、反対側で減少2
　簿記では、取引の要素を資産、負債および純資産（＝資産－負債）
の 3つに分けます。
　そして、増加したときは、ホームポジション側に記入し、減少した
ときはホームポジションの反対側に記入します。

⑴資産・負債・純資産の増減

資　　産 負　　債
（＋） （－） （－） （＋）
増　加 減　少 減　少 増　加

残高
残高

純 資 産
（－） （＋）
減　少 増　加
残高

貸 借 対 照 表

資　　産
負　　債

純 資 産 01）

　そして、純資産の増加要因を収益、減少要因を費用といい、「収益＞
費用」の場合、収益と費用の差額が利益となります。

Rule

純資産の増加要因である収益は、純資産のホームポジション側（貸方）
に記入します。

純資産の減少要因である費用は、純資産のホームポジションの反対側（借
方）に記入します。

01） ３級では、「資本＝純
資産」でしたが、２級
では資本ではない純資
産も登場するので、こ
こからは「純資産」と
表記します。
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⑵費用・収益の増減

費　　用 収　　益
（＋） （－） （－） （＋）
増　加 減　少 減　少 増　加

残高
残高

損 益 計 算 書

費　　用
収　　益

利　　益 02）

Rule

結果として、次のようになります。

資産・費用…………… 増加したときは借方、 
減少したときは貸方に記入する。

負債・純資産・収益… 増加したときは貸方、 
減少したときは借方に記入する。

仕訳のルール③　勘定科目を用いる3
　現金の増加と土地の増加は、同じ資産の増加ですが、それでは大雑
把すぎるため、仕訳は「現金」や「土地」などの具体的名称を用いて
行います。これが勘定科目です 01）。

（借）現　　　　　金 100 （貸）売　　　　　上 100

Point

勘定科目とは「勘定＝計算」、「科目＝単位」であり、簿記上の
計算単位を表す。

02） 「収益＜費用」の場合、
収益と費用の差額が損
失となります。

01） 勘定科目が「資産・負
債・純資産・収益・費
用」のどれに該当する
かも意識しましょう。

勘定科目
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仕訳のルール④　等価交換の原則４
　仕訳では「100 円支払って買ったから、100 円の備品」「現金を（広
告のために）100 円支払ったから、広告費 100 円」といった形で、得
たものと失ったものは常に等しいと考えます（等価交換の原則）。
　したがって、仕訳の借方の合計金額と貸方の合計金額は、常に一致
します。

Rule

借方の合計金額 ＝ 貸方の合計金額

仕訳のルール⑤　同じ行為は同じ仕訳、逆の行為は逆の仕訳５
　仕訳は、会社の日々の行為（取引）を定型化して記録するための作
業です。
　したがって、同じ行為は同じ仕訳となります 01）。

　４月 25 日　給料 250 円を現金で支払った。

（借）給　　　　　料 250 （貸）現　　　　　金 250

　５月 25 日　給料 310 円を現金で支払った。

（借）給　　　　　料 310 （貸）現　　　　　金 310

　会社の行為（取引）を定型化したものが仕訳なので、逆の行為は（貸
借）逆の仕訳となります。

　６月１日　商品 100 円を売り上げ、代金は掛けとした。

（借）売　　掛　　金 100 （貸）売　　　　　上 100

　６月３日　上記商品が品違いのため、返品された。

（借）売　　　　　上 100 （貸）売　　掛　　金 100

01） 「給料を現金で支払っ
た」という行為が同じ
というだけで、金額は
違います。


